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「
入
と
人
の
つ
な
が
り
の
大
切

さ
を
痛
感
し
た
」
。
国
際
医
療
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
本
部
・

岡
山
市
北
区
伊
福
町
）
が
環
太
平

洋
大
（
間
市
東
区
顔
戸
町
観
音
寺
）

の
学
生
と
協
力
し
て
実
現
し
た
能

登
半
島
地
震
の
被
災
地
支
援
活

動
。
参
加
し
た
体
育
学
部
４
年
友

成
翼
さ
ん
（
2
2
）
は
話
す
。
元
日
の

地
震
発
生
か
ら
半
年
以
上
が
過
ぎ

た
が
「
ま
だ
ま
だ
支
援
が
必
要
だ

と
実
感
し
た
。
好
き
な
サ
ッ
カ
ー

で
子
ど
も
ら
に
笑
顔
を
届
け
る
こ

と
が
で
き
た
」
。

　
８
月
５
日
か
ら
３
日
間
、
同
大

サ
ッ
カ
ー
部
有
志
1
9
入
は
石
川
県

輪
島
市
の
輪
島
中
を
訪
れ
、
市
内

の
６
小
学
校
が
間
借
り
し
て
い
た

間
中
の
教
室
を
清
掃
し
、
サ
ッ
カ

ー
部
員
の
生
徒
1
4
入
と
練
習
に
も

汗
を
流
し
た
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
地
域
と
国
際
社
会

に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
成
し
よ

う
と
企
画
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一

環
。
同
大
を
含
む
県
内
外
1
2
の
大

学
・
専
門
学
校
と
包
括
連
携
協
定

を
結
ん
で
お
り
、
学
生
た
ち
に
、

相
手
を
尊
敬
し
、
苦
労
を
共
に
す

る
人
間
関
係
を
築
い
て
信
頼
が
生

ま
れ
る
「
相
互
扶
助
」
を
体
感
し

て
も
ら
う
こ
と
が
狙
い
だ
。

一
枚
の
写
真

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
１
９
８
４
年
８
月

１
日
、
当
時
開
業
医
だ
っ
た
苛
波

､こ現場を体感＝力
E〃｀

学生･も

｜　

___

へ

　　　｡．　　　　　　　　=|
,･

剛|||罠IIIIIIII.･1

　　ソ　　　(　｀゛Ｓ,、　　……
'

……………
'　　　　｜　　　　　－

　　｀　　'‾　　　　　[・圖圖　　　　塀遡11ttｺﾞ]゛i

＿　　ノ　ヽに　丁丁ﾆﾌ　……｡レー一一へ万‾ii
l■　　　　－　ｸﾞ……'゛半白　　・

4∠

男z祠F7i叫りJI

ご，

t;j??;j

こ

??]

　一

ﾃﾞ
･

ﾆ

l　

i

｡

4

1

?

ごこ

駄

●

＼

'

べに＼

　　゛7‘

1

1

1j゛'尚'．　　で.
'Ji‘　　　　　　　　　　　　　　　、･、

'｀｢''l｀LI'‘'｀　　j　　'

'

,s
Q　　

yiJ　

ノ
＼フ

ｅ　　　　　ｌ　　　　　　　乍‘ﾚj･!……」゛

　　　　　　－　　　　　　

)

　　jl?　　　＼　

i

ﾚ

＼　　ノ　　　　．ﾌ･

　　ﾉ

I　　　　　　　　　　　　　　　　　

/'ﾝ‘゛゛゛'ｉｙ　　　　　　　ｌ　　　　ｒ　　　　　ｒ　　　　ｉ　　¶　●

　Ｉ　　　　回　　　　／　　　　　　　　　　、１　　　　　　　　　'

　　　　　　・　　　ｙ　，¶

　　　　　　.I.　　　　　　り･　　　Jふj　　　　　　　　　　　　　　4‾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l-

茂
・
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
グ
ル
ー
プ
代
表

（
7
7
）
が
設
立
し
た
ア
ジ
ア
医
師

連
絡
協
議
会
」
が
始
ま
り
フ
｢
Ｔ

h
e
　
A
s
s
o
(
j
a
U
o
n
　
o
f
　
M
e
d

i
c
a
1
　
D
o
c
t
o
r
s
　
o
f
　
A
s
i
a
）

の
頭
文
字
を
取
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

化
（
２
０
０
ｔ
年
）
を
機
に
正
式

名
称
と
な
っ
た
。
　
　
　
　
へ

　
原
点
は
菅
波
代
表
が
高
校
２
年

の
夏
に
見
た
太
平
洋
戦
争
の
写
真

に
あ
る
。
南
方
戦
線
の
浅
瀬
に
半

分
厘
を
埋
め
て
亡
く
な
っ
て
い
た

同
世
代
の
日
本
兵
を
捉
え
た
一

枚
。
な
ぜ
若
者
が
連
い
異
国
で
死

な
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
か
。

物
の
見
方
や
考
え
方
が
違
う
人
た

輪島中サッカー部の生徒と練習で交流を深める環太平洋大
サッカー部の学生ら－８月６日、石川県輪島市河井町（Ａ
ＭＤＡ提供）

ち
が
共
存
共
栄
で
き
る
道
は

－
。
「
戦
争
と
平
和
が
人
生
の

一
テ
ー
マ
に
な
っ
た
」
と
振
り

返
る
。
　
レ

　
海
外
に
複
数
の
現
地
登
録
支

部
を
持
つ
の
は
日
本
国
内
の
非

政
府
組
織
へ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
で
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
が
唯
一
と
い
う
。
世
界
3
2

力
国
・
地
域
に
あ
る
現
地
支
部

の
判
断
を
最
優
先
し
、
共
に
支

援
す
る
「
ロ
ー
カ
ル
イ
・
ニ
シ
ア

チ
ブ
」
を
実
践
す
る
こ
と
で
、

迅
速
で
効
果
的
な
医
療
支
援
活

動
を
実
現
し
て
き
た
。

　
1
5
年
の
ネ
パ
ー
ル
大
地
震
で

は
、
ネ
パ
ー
ル
支
部
と
共
に
各

国
か
ら
の
１
２
０
人
を
超
え
る
医

療
メ
ン
バ
ー
を
派
遣
。
1
8
年
７
月

の
西
日
本
豪
雨
で
は
総
社
市
の
避

難
所
で
救
護
所
を
設
け
、
倉
敷
市

真
備
町
地
区
で
仮
設
診
療
や
避
難

所
で
の
鍼
灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術

に
も
貢
献
し
た
。
能
登
半
島
地
震

で
も
発
災
直
後
か
ら
緊
急
医
療
チ

ー
ム
延
べ
5
2
人
を
輪
島
中
に
派
遣

し
、
約
１
ヵ
月
間
、
治
療
や
感
染

対
策
、
衛
生
環
境
の
整
備
に
取
り

組
ん
だ
。

　
　
「
い
も
早
く
駆
け
付
け
て
現
場

の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
全
力
を
尽
く

す
の
が
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
ス
タ
イ
ル
」

と
佐
藤
拓
史
理
事
長
（
5
9
）
は
話

す
。

輪
を
広
げ
て

　
そ
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
力
を
注
ぐ
の

は
「
相
互
扶
助
」
の
精
神
を
引
き

継
ぐ
こ
と
だ
。
将
来
を
担
う
若
者

に
国
際
支
援
活
動
の
必
要
性
を
説

き
一
端
に
触
れ
て
も
ら
お
う
と
、

１
９
９
５
年
に
は
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
中

学
高
校
生
会
」
が
誕
生
。
岡
山
県

内
で
災
害
支
援
熱
が
高
ま
っ
た
阪

神
大
震
災
の
直
後
だ
っ
た
。
現
在

は
3
3
人
が
所
属
し
て
お
り
、
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
の
歴
史
や
活
動
を
知
る
勉
強

会
の
ほ
ヽ
弐
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
で
大
津
波
が
想
定
さ
れ
る
高
知

県
黒
潮
町
の
高
校
生
と
交
流
を
続

け
、
相
互
扶
助
の
大
切
さ
を
伝
え

て
い
る
。

　
災
害
や
戦
争
が
多
発
す
る
混
迷

の
時
代
。
菅
波
代
表
は
「
相
互
扶

助
の
精
神
を
継
承
し
、
平
和
を
実

現
さ
せ
た
い
。
今
後
は
、
若
い
世

代
だ
け
で
な
く
企
業
の
参
加
も
促

し
人
道
支
援
の
輪
を
広
げ
た
い
」

と
訴
え
る
。
（
山
内
悠
記
子
）

　
　
　
＝
さ
ん
デ
ジ
に
関
連
話
題
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